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　　　　　　　　山陽学園中学・高等学校

　　路面電車

一路670㎞、2023年12月にUN施工を行った同じ株式会社小柳防水工業様からリピートで岡山市内の学校案件の申込書が届き

再び岡山へ向かい4/26.27日に無事施工を終えました。今回の圧送現場は岡山城に向かう路面電車が風情を彩る城下町。

音楽で有名な山陽学園。備前岡山では今後、ウレタンの需要が伸びるとのお話を伺い、またご用命あれば「鬼たいじ」にまいりますと、

みやげの、きびだんごを買って、江戸へ帰京いたしました。

　　　施工ごとにUN車両置き場が変わります 　　　　大規模なUR団地

江東区にあるURの大島四丁目団地。この度の圧送部は都合4工区、6,000㎡。都営新宿線、西大島駅から徒歩5分の好立地で
2,500戸を超える大型団地は5月から開始し8月にUN圧送を終えるスケジュールとなっています。都度UNマシンの置き場は変わりますが
1工区を終えるごとに現場で次回の車両置き場等の打合せとスケジュール調整を行い作業をすすめていきます。
大型案件であればあるほどそのパフォーマンスを発揮するＵＮマシンにウレタン施工はお任せください。

　　　　廃液回収

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトマス試験紙でPH確認

産廃チームドライバーは、懐かしい小学校理科の実験で使用したリトマス試験紙を常備しています。（おしっこをかけてはいません）

廃液処理中間処分場は酸性（PH1～6）アルカリ性（PH8～14）の内、強酸と強アルカリは受け入れ不可となっています。
初めての廃液処理お客様であったり、臭いがきつかったり、反応していたり、混和剤や剥離剤が入っていると思われる廃液は
その場でリトマス試験紙でチェックをし中間処分場と連携し対応させていただいています。
中性大好き💛産廃チーム

　　　　化研マテリアル営業推進部（ＵＮ・産廃・特販）ニュースレター

　銀の汗  Again
再びの岡山県UN山陽学園
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オフィス防災展においては、非常食はもちろんの事

多くのブースで非常用電源が出展されていました。

特販チームも1年前にジャクリーポータブル電源を

PRし累計60台を超える受注を現在も頂いています。

ポータブル電源 驚いたのは、メンタルヘルスで産業医の派遣を行う

ビジネスが盛況で、社内で精神的につらい思いをしている

社会人が多い事がわかりました。

　　　　　　　　　オフィス防災展 真っ黒に日焼けしたオペレーターは、何も考えず

ニッポンを救うため立ち上がります。
折り畳みヘルメット

　　　　　　　　廃液処理回収時満タンドラム缶（吹きこぼれ状態） 　　　　　　　　　新3つのお願い廃液処理貼り紙

好調な廃液処理において、輸送時等の廃液の吹きこぼれ防止も含め、空ドラム設置時に、廃液処理3つの注意事項お願いの

貼り紙を貼っています。1つ、吹きこぼれ防止、フタ下10㎝めど。　2つ、刷毛・ウエスなどの固形物混入禁止。

3つ、酸性や強アルカリ性の回収不可。

この度の、廃液回収現場はドラム缶が膨れるほど廃液が表面張力張りに入っていました。これでは到底運べませんので

ゆっくりフタを開封しましたが、ドバっと廃液が飛び散り、ドライバーの作業服がウエス代わりになりました。

ドラム缶フタ下10㎝まで予備の一斗缶に廃液をすくって移し、予備の作業服に着替えて現場を後にしました。 　　　　　（ジョージ）

もちろん注意事項の貼り紙はしていましたが、どうやら現場作業をする方が異国の方で日本語が苦手だった可能性が

あるとの事でした。世はインクルージョン？になっていますと自称ジョージクルーニ似のドライバーが叫びました。そこでグーグル翻訳で

「このラインまで！」とStop at this lineを新バージョン貼り紙として作成しました。謝謝

「ワタシ・ニホンゴ・ニガテデス・ゲイシャ・フジヤマ」などの現場の声がありましたら、オッケーグーグルで世界の言語に対応しようと

漢字が少し苦手な推進部メンバーは、スマホをいじりました。

OK LOVE＆PEACE　　漢産廃ドライバー

 ＵＮマシン.ＣＯＭサイトが起ちあがりました　　　　　　　　　www.un-machine.com yahoo検索ワード第1位（ウレタン・省力化など）

 ブログ銀の汗にＵＮの活動状況一部掲載しています　銀の汗バックナンバーも掲載　 ＵＮマシン 　にて検索

【sweat of silver】
この度六本木の国立新美術館で開催される第93回第一美術展にF10号水彩画が入選となりました。

5年前プレバトを見て絵を描こうと思いダイソーでパレットと筆を40年以上ぶりに手に取って3年半、最初は遠近感がめちゃくちゃな小学生の絵でしたが

何とか表現できるようになりました。学生時代は授業参観でも手を上げない生徒でしたが、半世紀を生きた頃から「できる！」と、まず手を挙げる
気合が充実してきました。昨今は元笑点の林家木久扇師匠のように手を上げ、指されてから大喜利の答えを考えるボケの境地になりつつあります。
以前落語教室に通って2ヶ月目に、発表会がありますがどうされますか（もちろん参加しないですよね・・）の師匠の投げかけに、即答で出ますと言って
通勤電車中イアホンで落語を聞きブツブツ練習、20日後の発表会一番バッター小話三席でドッカーンと笑いを頂きました。
太極拳をしたときはまだ24式の型を4つしかできないときに演武会参加を誘われ、出ますと即答し、密かに公園で練習中に別の師匠と出会い
教えていただき、先輩を追い抜いて2年後1級を取得しました。文章教室においては千葉日報文学賞にいきなり応募し3次選考まで進み賞金30万円を
逃し、エネオス童話賞では、箸にも棒にも掛からず、保育士の娘にけちょんけちょんに打ち込まれました。素人の強みは恐れを知らないつっこみです
「そんなの知るか」の精神で当たることが大切です。つっこんでプロのレベルを知ると、その中での今の自分のレベルを知ることが出来ます。
俺って50人中25番くらいかなと思っていたのが、実はすそ野が大きく10,000人中9,975番目あたりとか自分の位置を真正面から見る事が
出来、現実に向き合うことになります。でも最後は「そんなの知るか」の心意気が大事ではないでしょうか、1人ボケ・ツッコミの心意気です！
どうあがいてもあと50年後はいないのだから、死ぬ時は、たとえどぶの中でも前向きに倒れて死ぬ。そうでしたよね龍馬先生

TEL 03-5860-9981  FAX 03-6206-1607

オフィス防災展

廃液処理３つのお願い新バージョン

　　　　化研マテリアル営業推進部（ＵＮ・産廃・特販）ニュースレター

　銀の汗  Again


